
埼玉県災害時小児周産期リエゾン
令和４年度事業実績の報告

・リエゾンの新規養成
・訓練の実施
・運用協議会の開催



リエゾンの新規養成
【令和４年度新規養成者（令和５年４月１日指定見込み）】

さいたま市立病院 産婦人科 １名
済生会川口総合病院 産婦人科 １名
防衛医科大学校病院 産婦人科 １名
川口市立医療センター 産婦人科 １名

新生児科 １名
自治医大附属さいたま医療センター 新生児科 １名

計 ６名



【全リエゾン配置状況（令和５年４月１日時点見込み）】



訓練の実施
【令和４年度訓練実績】
（１）災害時システム入力訓練（R4.11.29）

全分娩施設を対象に、災害時のPEACE入力の練習を促す遠隔訓練。
８５施設中５６施設（６５．９％）が入力。

（２）地域間連携訓練 事前検討会（R4.12.1）
１月の地域間連携訓練の本番に向けた、集合型の図上演習。
医師等（リエゾン等）２１名が参加。

（３）地域間連携訓練（R5.1.31）
県本部のリエゾン、各周産期医療施設（地域リエゾン等）、保健所
の連携を実践する集合型の図上訓練。
計６５名（医師３３名・看護師等１４名・保健所１８名）が参加。



【地域間連携訓練（R5.1.31）】

〇 結果
訓練シナリオは概ね時間どおり

進行した。
プレイヤー側も活発に連携が取

られ、概ね対応完了した。

〇 企画上の反省点
地域で完結した搬送案件が多く、

本部への調整依頼が少なかった。
→ 次回の訓練では、状況付与の

頻度や空床等の条件設定により、
難易度を上げることが課題。

訓練 １２０分
振り返り ３０分



※ SNS活用の実証実験について

リエゾン間の連絡ツールとして、SNSの
有効性を検証する実証実験を実施した。

・使用したツール： LINEWORKS（無料版）
・効果：連絡手段としてメリットが大きい。

・一対多数の連絡が容易
・チャット･掲示板等､多様な機能

・課題：個人情報の取扱い ほか
・今後：引き続き訓練で検証し導入を検討。



運用協議会の開催
【埼玉県災害時小児周産期リエゾン運用協議会の開催実績 】

・令和４年度第１回… 令和４年６月２１日（火）Web開催
・令和４年度第２回… 令和５年３月１４日（火）Web開催

【主な検討議題】
・リエゾン養成方針の意見集約、配置状況の報告
・訓練実施案に関する意見集約、結果報告
・リエゾンの連携強化策、マニュアル改善案等に関する検討
・翌年度事業に関する意見集約 ほか



引き続き、本県の災害体制整備に
ご協力の程お願い申し上げます。


